
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学校だより青南  

令和７年１０月２日 

港区立青南小学校 

校長 野口 直樹 

「感謝」 

校長 野口 直樹 

 いつまで続くのかと思われた猛暑も落ち着きを見せ、朝・夕は、秋らしく過ご

しやすくなってきました。 

 １０月２２日に今年も、５年生が静岡県の小山市に稲刈りに行ってきました。

５月に子供たちが田植えを行った苗が、大きく成長し、見事な稲穂になっていま

した。小山市の職員の方から、稲刈りの方法や気を付けることなどの説明を受け

ました。その際、例年と違い、すでに刈られている部分があることに気づいた私

は、職員の方に伺いました。すると、「数日前に大雨の影響で稲が倒れてしまって

いるところが出てきてしまい、子供たちが稲刈りをやりやすくなるように、前日

に刈り取った」とのことでした。また、鎌も新調したそうです。 

 訪問するたびに思うことですが、青南小学校の稲作体験を受け入れてくださっ

ている小山市職員の皆さんと、実際に田んぼを提供、そして管理してくださって

いる岩舟地区の皆さんのホスピタリティには頭が下がります。 

 実際の稲刈りは、慣れない鎌を持ち慎重に鎌を何度も引きながら稲を刈ってい

く子、慣れた手つきでサッと稲を一刈りで刈っていく子と様々でした。稲を刈る

子供たちの表情は、一様に楽しそうで時に歓声を上げながら体験を楽しんでいま

した。 

 東京の多くの小学校では、本校で実施しているような大きな水田を使っての稲

作の体験はなかなかできません。ほんの２，３本だった苗が分けつし、その数を

増やし、大きく地面に向かって垂れ下がっている稲穂の様子を実際に見ることは

できません。体験を提供していただいていることを当たり前と思わず、感謝の気

持ちをもって来年度以降も取り組んでいきたいと考えています 

 実地の体験・経験は、本や映像で見て学ぶことよりも子供たちに多くのものを

残してくれると私は経験上思っています。学校では、この稲作体験だけなく、多

くの体験・経験ができるよう様々取り組んでいます。そして、この体験を支えて

くださっているのが、保護者や地域の皆さんです。皆さんは、青南小学校の子供

たちの成長のためになるならと力を貸してくださっています。そのことが、学校

長として大変有り難く、うれしく思っています。 

 また、１０月５日の世界教師デーに際し、今年も保護者の多くの方々から、学

校で働く職員に向けて温かいメッセージをたくさんいただきました。声掛けに呼

応し、メッセージを送ってくださった皆様、それを掲示物として作成してくださ

った皆様ありがとうございます。 
 



 

 【セーフティ教室】 

 ９月２０日（土）に、教育ネットの

方を講師に招き、情報モラルの学習を

各学年、体育館で行いました。 

小学校低学年から情報機器に触れる

機会が多い現代、インターネットの安

全な使い方や動画やゲームを使い過ぎ

ないための工夫や、SNSによる友達と

の交流の仕方等について、考えること

ができていました。 

どの学年も真剣に取り組み、情報教

育についての見識を広げることができ

ました。 

ぜひ、ご家庭でも、情報モラルを話

題にし、子供たちが安全に情報を活用

できるよう、ご支援のほどよろしくお

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

【ソフトボール クラブ】 

 ソフトボールクラブは、経験の有無に

かかわらず、「全員が楽しめる活動をす

ること」を意識しています。自分たちで

ルールを工夫し、技術や学年を超えて元

気に楽しく試合を行っています。打席に

立つ友達を応援する姿、ミスがあっても

声を掛け合う姿など、チームが一体とな

ってプレーすることで、毎試合大きな盛

り上がりを見せています。雨の日も自分

たちで考えたトレーニングメニューや

プロ野球選手の動画を見て学んでいま

す。 

後期からは、頼もしい６年生の姿から

学んだ５年生を中心に、自主的な運営が

できるように取り組んでいきます。 

 

【イラスト・マンガ クラブ】 

 イラスト・マンガクラブは、部員が 

５０名を超える大人数のクラブです。 

 絵を描くことが大好きな人、今より

絵を上手に描きたい人、アニメや漫画

が大好きな人、好きなキャラクターに

ついて話したり、一緒に絵を描いたり

と様々な人が楽しみながら、和気あい

あいと活動しています。学年を超え

て、出来上がった作品を見せ合って感

想を伝え合ったり、アドバイスをした

りする様子も見られたりしています。 

 6年生が中心となって計画をたて、

校長室前に作品を飾ることを予定して

います。後期も絵を描くことが好きな

仲間と一緒に楽しんでいきます。 

 

 

 

【集会委員会】 

 今年度も低学年と高学年の二つに分

けて児童集会を企画、運営していきま

す。限られた時間の中で、対象学年が

楽しむためには、どのような内容が良

いのか、積極的に話し合い、準備を進

めています。１学期の児童集会ではク

イズを行いました。「難し過ぎないか

な」ど、悩みながら計画した今年度初

めての児童集会でしたが、どの学年も

楽しむことができました。次回の児童

集会につなげるため、先生方のところ

へ行き、感想を聞いてそれぞれが振り

返りをしました。残る集会は２回で

す。さらに楽しい集会になるよう１０

月の集会に向けて、取り組んでいま

す。 

 

 

 

 

 

 

 


